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360.銭料激が筋持久力 iこ及 iます影響
-BIODEXによる巳制部J0Testの捺巣より-

O安倍賞彦(日本銭灸濯繍専門学校)、 3宮北 盤、
宮本俊和、 8木仁、下藤仁士(筑議大学〉

{呂a91運動パフォーマンスに与える鱗刺激の影響をみる
ために、今題、殺々は、運動部に行う銭刺激が鰭持久カにど

のような影響を与えるかを犠討した。

{方法}大学体育舎に芸者擁するS母子学生9名を対象iこ、
BIODEXを使用して、鯵伶鰻践砲を 50岱行う Fatigue

τest(180degJ8ec)を20合の問鱗をおいて、 2鎚護動議荷した

{1st Ex吋2ndむふ実験は、 1stEx献に10分間的低謁波銭通

告撃を行う喜錦織群と、文繍実験群の2つを日を変えて実擁した。

銭は、内積j広筋および外鰯広務にそれぞれ2ケ所料入し、筋

が軽〈収鱗する程度の強さで行った(30Hzの競欠的刺激)。裏手

鑑は、 F誠igυeTestより得られたデ一生の中から、 (1)総仕事

襲、 {2)1飽慈の?土事盤および(3)ピークトルクを合析の対設と

し、 (4)質問総こよる自覚的な所見についても併せて錦議した。

なお自覚的所見i率、痛みに鑓ずるもの拡銭車u滋実験艶γ後iこ、
パフォーマンスに織するものは金翼験襲γ後iこ誤査した。
{結果1(1)18t Ex.では、対照群4231.8土559.91t晶弘錨輯
激群3814.9土772.8ft-lbsであり、有意援はないものの、対照

群に比べ銀東j滋群で10%誌ど器下した。2ndEx.では、対照

群、銭縦滋群それぞれ4108.0土 682.1白-lbs、3897.0土

697.7件11>8であり、鍔織に対照群の方が高いものの、その議

拡少なくなった。

{2}特に1誠 Ex.の最初の5趨{平均鑓}は、対照群146.4介Ibs、

銭都激若手130.5ft-lbsで、その議が畿も認めもれ、以下30溜位

まで銭刺激群の方が鷲かった。

(3}1st Ex.では、仕事盤と異なり、議拐から25感泣までは、

ほぽ関識の鑓を示し、ぞれ以降は誠事j滋若手の方が高い鑓を示

した。 2ndEx.では、常に誠事j激群の方が3.2.....6.1食品s高い

擢を示した。しかし最初の10鐙泣までは、 1stE氏、 2ndEx. 

ともに線接者によるバラツキが大きかった。

{4}対照若手と比べ、良い結果がでたと患ったものは4名、惑

かったと窓'ったものは2名いた。殺りの3名拡、分から本い、

もしくは変わらなかったと答えた。

{考繋}ピークトルクと仕事量の疲労磁織で、速いが認め

られた藤怒としては、銭料滋による議動範1mの鉱下が考えら

れる{特に1stEx.)。最初の5留で話、ピーウトルクがほiま

爵じであるにもかかわらず、社事麓が10%も低いということ

は、作接持賂の低下が考えられ、運動範鐙の鉱下が生じてい

ることに本る(角速度一定〉。しかしー離に路持久カを辞鑓

する擦は、ピークトルクの疲労路線を穫渇しているため、今

臨の銭窮j激による筋持久カへの影響を考えると、豊毒劇激が効

薬的といえるだろう。だが、被識者によるバラツキが大きい

ことから、鰐も負荷していfJい鑓肉に対して銭車I}滋を行う簸

iこは、十分な議室撃が必饗である。
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